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Bert WINTHER-TAMAKI 
Earth Flavor (Tsuchi aji) in Postwar Japanese Ceramics 
戦後日本の陶芸における「土味」 
 
本稿は 1950 年代から 1970 年代初期にかけて、日本の陶芸が土の美学に転換したこ
とを検討する。その美学の呼称を「土味
つちあじ
」というが、ここでは「長時間、火を入れて得
られる土のむき出しの肌感の美」と定義する。これは戦後期の現代陶芸家が日本の古陶
のある種のタイプを「土と窯が一体となった自然の風合」として称え、新たに復活させ
たものである。戦後の「土味」陶芸の中心は、古来、焼物の生産地だった瀬戸と信楽、
日本の「土味」と連動したアメリカの陶芸家、そして前衛陶芸グループ「走泥社」の四
点に集約される。 
愛知県瀬戸の窯は茶器と結びついた正統的「土味」の源泉であったが、その命運は保
守派陶芸家の加藤唐九郎をめぐる一連の論争に翻弄された。中世の信楽の鉢は写真家土
門拳の作品によって「土味」のアイコンとなり、現代陶芸家の実践のなかで再評価され
た。アメリカは、陶芸作品にとっても日本の「土味」という考え方にとっても重要な市
場だったが、日本を新しい視点へと駆り立てる挑発の発信源ともなった。最後に「走泥
社」グループによる「土味」の実験的陶芸彫刻の幅は広く、大地の生きた生命体を思わ
せる八木一夫の作品から、大地を汚す産業汚染に抗議する里中英人の焼成などが知られ
る。 
 
【土門拳、加藤唐九郎、奈良原一高、イサム・ノグチ、里中英人、瀬戸、信楽、走泥社、
ピーター・ヴォーコス、八木一夫】 
 
